
いもち病
紋枯病

カメムシ

節間伸長期（7月上旬～）に発生。
過剰分げつした株やほ場の周辺
部で多発する。発生適温は30℃前
後、近年の高温の影響で発生数
が増加しています。

水稲は幼穂が形成されてくる時期になります。梅雨に入り、7月の気温は平年並み～高い予報となっており、蒸し暑い日が

続くと予想されます。中干し後の間断通水管理を徹底しましょう。また高温による水稲の生育不良やカメムシの多発生、紋枯

れ病などの被害が予想されます。適切な防除実施計画を立てましょう。除草、防除作業中の事故や熱中症には十分に注意し

ましょう。

カメムシの発生は斑点米等
による等級落ちにつながり
ます。出穂期の前後の対策
が重要です！

今回のアグリノート田園は、福井北部支店（営農経済課）竹内が担当しました。

イネの登熟や品質に影響を及ぼすいもち病や
紋枯病やカメムシへの適切な防除を実施して
いきましょう。特にカメムシが多発する地域で
は３回防除に努めましょう。

★渇かし過ぎないように!!

幼穂形成期後

の水管理

★足跡や溝に水が残っている状態で再び入水。

葉いもちや穂いもちなど罹患
部位で病名がかわる。
雨が多く、多湿の状況が続く
と発生の可能性が高ります。
発生状況を見て適期防除を
行ましょう。

１.水田管理の目安

幼穂形成期

コシヒカリ

7/10 8/10

 病害虫防除① ② ③

 病害虫防除 ① ② ③

 穂肥②

8/1

 穂肥① ②

出穂

出穂

ハナエチゼン

葉いもち病 紋枯病

４.本田防除

３.穂肥

分施栽培の圃場では、穂肥の時期になります。田植日・肥培等で
生育が異なりますので必ず幼穂を確認して行いましょう。

★ 一発肥料の圃場でも、葉
色が淡い、茎数が少ない

場合は検討しましょう。

防除1回目
【穂ばらみ期】

防除3回目
【傾穂期】

防除2回目
【穂揃期】

 畦畔の草刈り
 粒剤散布
■ｽﾀｰｸﾙ粒剤
■ﾀﾞﾝﾄﾂ粒剤

 粉剤散布
◆ﾀﾞﾝﾄﾂH
粉剤DL 混合剤散布

いもち病・紋枯れ病・
カメムシなど
◆ﾁｰﾑﾜｰｸ粉剤DL

自然落水

自然落水

 この水管理の
繰り返し。

 入水：水位は3割程度

★ 穂肥や防除については、担当営農
指導員まで、お問合せ下さい。

各病気は、イネの登熟や品
質に影響を及ぼします。適
切な防除を実施しましょう。

２.間断通水

 葉いもち病散布
◆粉剤（ﾌﾞﾗｼﾝ粉剤DL）
■粒剤（ｺﾗﾄｯﾌﾟ粒剤12）

(ハナエチゼン・コシヒカリ）

アグリ ノート米作り情報

福井米の品質・食味のグレードアップを目指して！

JA福井県

ふくふる0710号

幼穂長

ハナエチゼン 済み 1～2mm

コシヒカリ ７月中旬 10mm

品種

1回目の
10日後

1回目 2回目


